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２ 未来学習の取り組み

（１）これまでの取り組み

① 育てたい力

＜未来学習で培う資質・能力＞

本校では，未来学習で培うべき問題解決能力を「子どもが出入力する情報」という視点から

捉え，広義の意味での「情報活用能力」として設定した。また，情報の収集，創造，発信のそ

れぞれの段階において，人権や文化的・社会的な環境，考え方の違いなど相手意識が発生する

場合に必要な力として「対象理解」と「コミュニケーション能力」を挙げ，この３つの能力を

未来学習で身に付けさせたい資質・能力と位置付けてきた。

一昨年度までは，上記の能力を「参画態度・協働態度 「実践力 「特性理解」の３観点に」 」

分類していたが，昨年度より，教科との関連をより明確にするために，教科と同じ「関心・意

欲・態度 「思考・判断 「技能・表現 「知識・理解」の４観点に移行し，各学年ごとに評価」 」 」

マトリックス（次ページ参照）を作成した。

実 践 力 特性理解参画態度・協働態度

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

＜評価の観点の移行＞
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中学年 高学年

○情報の収集・創造・発信の際に，根拠をもっ ○情報の正当性を意識しながら，情報を収集・関
て情報や情報手段を選択しようとする。 創造・発信しようとする。心

， ，・ ○友達の考えや発した情報を大切にし，そのよ ○情報を扱うルールやマナー モラルに配慮し
さを見付けようとする。 責任をもって，社会に対し情報を発信しよう意

とする。欲

○情報の要点を見出したり，複数の情報を比較 ○複数の情報がもつ傾向や規則性について考え思
してその共通点・差異点を考えたりすること ることができる。考
ができる。 ○目的を達成するために，適切な情報の収集・・

○情報を自分の身近な事象と関連付けて考える 創造・発信の仕方を考えたり，適切な情報手判
ことができる。 段を選択したりすることができる。断

○自分の考えを分かりやすく伝える表現方法を ○情報を扱うルールやマナー，モラルと照らし
選択することができる。 合わせながら，発信する情報の適切さについ

て考えることができる。
○情報の特性に応じた表現方法（表やグラフな

ど）を考えることができる。

○問題解決のために，身近な人をはじめ，様々な書 ○問題解決のために，適応した情報を，吟味し表
籍，メディアなどから情報を収集することができ ながら収集したり，再度集めたりすることが現
る。 できる。・

○収集した情報を整理して，伝えたいことを絵 ○収集した情報の特性に応じて，絵図や文に加技
図や文章，資料に表現することができる。 えて，適切な表やグラフにまとめることがで能

○情報機器を活用して，文字を編集し，表現に きる。
活かすことができる。 ○情報機器を活用して，文字や画像を編集した

り，音声を取り入れたりして，効果的に表現
することができる。

○自分の考えを構造的に表現し，伝えたいこと
を明確にして伝えることができる。

○情報には正しくないものも存在すること，情 ○情報には発信者の意図が含まれており，その知
報は人に大きな影響を与えることを理解する 信憑性を慎重に判断して利用する必要がある識 。

○個人情報の大切さと取り扱う際の留意点を理 ことをを理解する。・
解する。 ○ホームページやメールなどを利用する際のルー理

○身近にある情報手段の種類や違いを理解する ルやマナーを理解する。解 。
○様々な情報機器の使い方（主として文字の編 ○知的所有権の意味とそれを保護する重要性を

集）を理解する。 理解する。
○様々な情報機器の使い方（主として画像の編

集，メール）を理解する。

＜情報活用能力のマトリックス＞

中学年 高学年

○身近な交流相手から情報を収集し，発信しようとする。 ○専門家の方や他地域の方から情報を収集し，発信しよ関
○情報を伝えるために，交流相手の特性を踏まえ，その目 うとする。心

的や内容を明確にして分かりやすく表現しようとする。 ○情報を伝えるために，相手の状況を踏まえて発信する・
等，相手のことを意識した言動をしようとする。意

欲

○交流相手の特性に応じて情報の収集方法や発信方法を選 ○交流相手の特性や環境状況に応じて情報の収集方法や発思
択することができる。 信方法を選択したり，複数の方法を組み合わせたりする考

○交流相手の特性を意識して自分の考えを表現する方法を ことができる。・
工夫することができる。 ○交流相手の特性や環境状況を意識して自分の考えを表判

○交流相手に失礼のない言動について工夫することができ 現する方法を工夫することができる。断
る。 ○複数の立場の相手を意識して情報収集・発信の方法や

自分の考えを表現する工夫をすることができる。
○交流相手が気持ちよく交流できるための言動について

工夫することができる。

○身近な交流相手から情報を受信し，発信することができ ○専門家の方や他地域の方と情報を交流することができ表
る。 る。現

○交流相手の特性を意識した表現物を作成することができ ○交流相手の特性や環境状況を意識した表現物を作成す・
る。 ることができる。技

○交流相手に失礼のない言動をとることができる。 ○交流相手と気持ちよく情報交流できるような言動をと能
ることができる。

○複数の立場の相手を意識して情報収集・発信をしたり
考えを表現したりすることができる。

○身近な交流相手から情報を収集したり，発信したりする ○専門家の方や他地域の方から情報を収集したり，発信知
ことで 情報や経験 気持ちを共有し 認識を深めたり したりすることで情報や経験，気持ちを共有し，認識識 ， ， ， ，
広げたりできることを理解する。 を深めたり，広げたりできることを理解する。・

○身近な交流相手から情報を収集したり，発信したりする ○専門家の方や他地域の方から情報を収集したり，発信理
際に気を付けることについて理解する。 したりする際に気を付けることについて理解する。解

＜コミュニケーション能力のマトリックス＞
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② 領域編成

本校では，前述の能力をはぐくむために，多様な要素を併せもち，社会に位置付く現代的課

。 ，「 」「 」「 」 。 ，題を取り上げるようにしている それらは 人 文化 自然 の領域に分かれる そして

各学年で取り扱う課題については，領域網羅，内容精選の方向で編成していくこととした。

まず，第３学年から第６学年の４年間において 「人 「文化 「自然」の全ての領域を網羅， 」 」

できるよう内容を配置した。

そして，学年を追って地理的な広がりや内容的な深まりが見られるようユニット計画の際に

学年間の系統性に配慮した。例えば，文化の領域において第３学年から郷土を題材にしていく

が，学年が上がるにつれ，扱う対象を広げ，第６学年の「国際理解」へと地理的な広がりを意

識できるようにした。

なお 「情報リテラシーを高める教育」は，ユニット計画の中にトピック的に挿入し，情報，

収集，創造，発信のいずれかの過程で，内容に即して取り扱うこととした。

未 来 学 習

人 文 化 自 然

情報ﾘﾃﾗｼｰ 情報ﾘﾃﾗｼｰ第３学年 郷 土 環 境

情報ﾘﾃﾗｼｰ 情報ﾘﾃﾗｼｰ第４学年 人権・福祉 郷 土 史

情報ﾘﾃﾗｼｰ 情報ﾘﾃﾗｼｰ第５学年 郷 土 環 境

情報ﾘﾃﾗｼｰ 情報ﾘﾃﾗｼｰ第６学年 市民・職業 国際理解

＜ユニット編成表＞

③ ユニット計画の作成

未来学習では，限られた時間の中，多くの内容を取り扱うことが望まれている上に，教科の

学びとの関連を図ることが求められている。そのため，何をいつどのように扱うのか，先を見

通し，より具体的な計画を立てておくことが重要である。

そこでまず，本校の研究テーマである「思考力」に焦点を絞り教科との関連を図った。そし

て，各教科で培った「思考力」の中から未来学習に転移・活用できる「思考力」を特定した。

＜例 中学年「情報活用能力」＞

このことによって各教科で培った「思考力」を転移・活用する場をユニット計画に位置付け

ることが可能となった。

そして，未来学習のユニット計画において，教科で培った「思考力」を，転移・活用させた

い各教科の「思考力」として，表内に位置付けた（次ページ参照 。なお，関連は，一方向で）

中学年 情報活用能力の思考・判断（一部抜粋）

要点を見出したり 複数の情報を比較してその○情報の ，
することができる。共通点・差異点を考えたり

中学年 情報活用能力の思考・判断（一部抜粋）

要点を見出したり 複数の情報を比較してその○情報の ，
することができる。共通点・差異点を考えたり

国語科

言葉とそれが指し示す意味について吟味する力

理 科

比較する能力

生活科

経験で得た情報と新しく得た情報を結び付ける力
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はなく双方向に作用し合って初めて関連を図ったと言える。教科の「思考力」が未来学習にお

いて発揮される場面では，教科の学びへの動機付けとして逆方向にも生かすよう配慮すること

とした。

このように，学びの対象を現実社会に求め，その上で観点を移行し，教科との関連を図って

きたことは，先に述べた中教審答申の総合的な学習の時間の課題からも 「実社会の中で生き，

る力」すなわち 「人間力」の視点からも，その趣旨に則ったものであると言える。，

＜ユニット計画例 第４学年前期ユニット「つながる・広がる 人と人」＞

（２）本年度の研究の重点「情報リテラシーを高める教育の導入」

① 「情報リテラシー」を高める教育の必要性

総合的な学習の時間が創設される以前は，学校にコンピュータが整備されても，それを使い

こなすためのスキルやモラルを身に付ける時間を確保することは難しかった。しかし，社会の

急激な情報化を背景に，総合的な学習の時間の創設によって，学校における情報教育が一気に

加速した。総合的な学習の時間の活動例に横断的・総合的な課題として「情報」が例示された

ためとも考えられる。しかし，その内容には，いくつか課題が見られる。

○ コンピュータの使い方指導が主流で，内容がおきざりにされている。

○ 学校にコンピュータが使える推進役の教師が在籍しているかどうかが，その教育の質を大きく左右し

ている。

○ 総合的な学習の時間と教科学習との内容面での関連が十分に図られていない。

○ 学年に応じた体系的な指導が実施されていない。

○ 「情報リテラシー」を高める指導が十分なされていない。 等
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中でも，前述の答申の指摘にあるように，コンピュータの目的に応じた操作技能を高めるだ

けでなく，子どもに，マナーやルール，著作権の問題などについての知識をも身に付けさせる

ことは急務である。社会のIT化が加速するのに伴い，インターネット等での情報機器を使用し

たトラブルに巻き込まれるケースが多くなってきており，このことは小学生にとっても例外で

はないからである。

また 「情報教育の実践と学校の情報化～新『情報教育の手引き』～ （平成14年６月文部， 」

科学省 以下，新「情報に関する手引き ）においても，次のように述べられている。」

情報化が人間や社会にどのような光と影を及ぼしうるか，また，その影の影響を克服するためにはどの

ような注意や配慮が必要なのかを考えさせる必要がある。

本校でも昨年度，ルールやマナー，著作権の問題に関して，ユニットに位置付けてきた。し

かしながら，その内容が体系的に配置できているか，また各ユニットのどの場面において学ば

せるのが効果的であるか，という新たな課題が生まれてきた。

そこで本年度は，身に付けさせたい「情報リテラシー」を発達段階という視点から見直すと

ともに，各ユニットに位置付けていくこととした。

② 小・中９年間を見通した「情報リテラシー」の措定

小学校において，どのような内容を，どの段階で指導していくかは重要であり，新「情報に

関する手引き」でも，従来の実践に対して，以下のように指摘している。

情報教育の問題点として，体系的な指導が行われていないことが挙げられる。

「情報リテラシー」は小学校段階で完結するものでなく，中学校・高等学校での学習を通し

て身に付けていくものである。そこで，平成15年度から17年度までの研究開発学校としての取

り組みを基に，小・中９年間を見通した「情報リテラシー」をまとめ，中学校と連携しながら

その能力の育成を図ることとした。

情 報 倫 理 コンピュータの操作

①文字の色や大きさについて，読む人が １コンピュータの起動と終了，マウ
小学校 見やすいものにすることの大切さにつ スを利用して操作することができる。

第１学年 いて考える。
第２学年 ②自分のどんな気持ちを文章で伝えるべ

きかについて考える。

①写真を使う場合にはその写真に写って １ブラウザを利用して調べ学習がで
いる人や物の所有者に許可を得ること きる。小学校

の必要性について考える。 ２文書処理ソフトウェアや図形処理第３学年

ソフトウェアに写真を貼る作業が
①Webページから情報収集する際の制限に できる。

ついて考える。
小学校 ②インターネットを利用して，目的とす

第４学年 るものを検索するために，その観点に
ついて考える。

①様々なWebを閲覧し，情報伝達の内容や １Webページの閲覧に加え，他のソフ
小学校 方法について考える。 トウェアも利用して内容をまとめ

第５学年 ることができる。

①メールを利用する際の表現について考 １電子メールのソフトウェアを利用
える。 し，送受信ができる。

小学校 ②他人の写真や文章などを閲覧したり加 ２文書処理ソフトウェアや図形処理
第６学年 工したりする際には，必ずその人に確 ソフトウェアを利用して，目的に

認をとることの必要性について考える。 応じた処理ができる。
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①人間が手で処理する場合と，コンピュ １自分のＩＤとパスワードによりサ
ータを利用する場合の違いを例にコン ーバにアクセスし，フォルダを管
ピュータを利用する意味や価値及びデ 理することができる。中学校 ータの重要性について考える。

第１学年 ②情報管理の意味から，フォルダの概念
を知り，情報を整理する必要性につい
て考える。

①著作権，肖像権などの言葉の意味につ １マルチメディアを利用して入手し
いて知り，情報の扱いについて考える。 た情報をコンピュータに入力する

中学校 ②各種情報の伝達方法について知り，コ ことができる。
第２学年 ンピュータを用いた情報伝達の問題点 ２一時的な電子メールのＩＤとパス

について考える。 ワードを利用して生徒同士でのメ
ール交換を行うことができる。

①マルチメディアを利用し，情報を加工 １インターネットを利用して，放送
し発信する際の手順と状態を考える。 基準を入手し，その基準に即した

中学校 ②ネット上の個人情報漏えいは自己の責 画像や映像の処理等行うことがで
第３学年 任であることを考える。 きる。

２目的に応じたWebページを作成し，
情報の発信を行うことができる。

＜小・中９年間を見通した「情報リテラシー表」＞

③ ユニットへの位置付け

「情報リテラシー」の育成を具現化していくため，上記の「情報リテラシー」をユニット計

画の中に明確に位置付けることにした。

当該学年で扱う「情

報リテラシー」を前

後 期 両 方 の ユ ニ ッ

ト に 位 置 付 け る 。

情報倫理に関する内

容 は 「 倫 理 」 コ ン

ピ ュ ー タ 操 作 に 関

「 」する内容は 操作

と表記する。

学年 と そ の 項 目 を

表記する。

＜「情報リテラシー」を位置付けたユニット計画＞

このように，トピック的に取り扱うとともに，前期・後期と繰り返し位置付けることによっ

て，より着実に「情報リテラシー」を高めることができると考えた。

なお，当該学年のねらいとしては設定されていない「情報リテラシー」であっても，必要と

思われる場面や問題を，機会を捉えて指導することが重要であると考え，適宜取り扱うことに

した。そして，このように弾力的にリテラシー表を活用していくことによって，さらに発達段

階や内容に即したものに修正していきたい。
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④ 実践例（第５学年）

ア 前期ユニット「綾川発 環境調査隊Ⅴ」

操作５－１

Webページの閲覧に加え，他のソフトウェアも利用して内容をまとめることができる。

調査したカニの数を過去のデータと共にグラフ化する際，表計算ソフトを活用して，より分

かりやすいグラフにするための工夫を考える活動を行った。

子どもたちは自由にグラフを作成する中で 年ごとのカニのオスとメスの数の比較 と ６，「 」 「

年間の数の変化」を表す必要があることに気付いた。しかしながら，子どもたちが作成したグ

ラフの中には，その両者を同時に表すことができているグラフはなかった。

そこで，個々のグラフの良さを考えていくうちに「カニ

の数を比較する棒グラフと，変化を表す折れ線グラフを組

み合わせれば，より分かりやすいのではないか 」という結。

論を見出し，右のグラフを作成した。

グラフを作成する際にも，見た目に分かりやすくするに

はどうすればよいかといった相手意識をもって作成するこ

とができた。また，表計算ソフトは，子どものイメージし

ているグラフを容易に作成することができるため，表やグラフの作成に多大な時間をかけるこ

となく 「表現の工夫」に焦点化して学習することができた。，

イ 後期ユニット「香川の文化 さぬきうどん」

情報倫理５－①

様々なWebページを参考にして，情報伝達の内容や方法について考える。

調べたことをホームページ作成ソフトを用いてWebページにまとめ，正しい情報発信の方法

について考える活動を行った。

まず 「うどん屋の写真 「メニュー 「値段」を掲載しているグループを題材として取り上， 」 」

げ，これらの情報を発信してもよいかどうかについて考えることにした。話し合いを通して，

「写真を掲載するには，お店の許可が必要ではないか 「写真以外にも住所や電話番号を載。」

せた方がよいのでは 」という意見が出された。。

その後，専門家の方とのビデオ会議で「写真を載せる際には許可

が必要だ 「メニューは載せてもよいが，何日現在かを記入しなけ。」

ればいけない 「雑誌や本などから取り込んだ画像は許可を得る。」

必要がある｡」等,「情報リテラシー」に関する詳しい意見を頂いた｡

具体的な場面を通して，ルールやマナーについて学習したことに

よって「情報を発信するために気をつけなければいけないことは何

か 「情報やメディアをどのように選択しなければいけないか」といったことを考え，Webペ」

ージで発信することができた。

また，本校作成の「情報リテラシー表 （ｐ75参照）では，著作権やプライバシーの問題は」

第６学年に位置付けているが，学習状況の必要性から，本ユニット（第５学年）で取り上げる

ことにした。必要と思われる場面や問題が生じた際，弾力的にリテラシー表を活用し，その機

会を見逃すことなく適切に指導したことで，その効果があったのではないかと考える。

＜専門家の方とのビデオ会議＞

＜雌雄の数とその変化がわかるグラフ＞


